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1 序

　 SDTL-02A,Bと 03A,Bの合計 4空洞のQ値をクライストロン出力を使用して測定した。
（測定日平成 17年６月２９日早朝）先週までのビームコミッショニング期間にＳ３Ａ，Ｂ
でビームローディングが比較的大きく異なるという結果が報告されていたので、その原因
追求の一環として行った。

2 測定条件

測定は以下の様に行った：

• クライストロンのRF-SWへのRF入力を cPCIから SGにまず切り替えた。

• 次いで SG出力を 324.000MHzにしてから、各空洞への入力パワーが約 30kWにな
るように SGの出力レベルを調整した。この時、空洞の自動チューナーはONして
おく。

• チューナーが自動調整を終えて停止した段階で自動チューナー駆動をOFFにした。

• SGの周波数を変化させながら空洞内部のRFレベルをRFモニターで測定する。

なお空洞入力が 30kW程度あればVSWRメータは動作するので、カプラーの結合度 βは
VAWRメータの表示値から得られる。

3 結果

以下の測定結果を図示する。

S2はビームコミッショニングで特に問題がなかった空洞であり、参考データとした。S3
は最もビームローディングの大きさが 2空洞間で異なっていたらしい。すぐに分かるのは
S2の 2空洞の共振状態は良く一致しているが、S3は分布の幅も中心位置もずれているよ
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図 1: SDTL02のQ値 図 2: SDTL03のQ値

うに見えることである。図の中にQ値は記入してあるが、S3の場合は幅は 16％、中心周
波数は 2kHz程度異なっているように観測された。Q値に関しては VSWRの測定値から
結合度を補正して求めているが、VSWRの測定誤差からQ値の誤差は± 3％程度はある
と見積もっているが、その誤差を考慮しても 2空洞間のQ値の食い違いは大きい。それと
共振点のずれも意外に大きくて両方の影響が加味しあっているかもしれない。

4 以前のデータとの比較

以前、方さんに空洞内のRFパルスの波形データを収拾していただき、そのパルスの立ち
下がり時間からＱ値を求めたことがあった。その図に今回のデータを重ねたのが次図であ
る。黒い▲マークが今回のデータであり、誤差（前回のデータのみ誤差棒を書き加えてい
る）の範囲で比較的良く一致しているが、ネットワークアナライザーでの測定結果とは食
い違っている。mWオーダーで測る場合と数 10 100kWでの測定で変わることがあるの
だろうか？　この結果は再度ネットワークアナライザーで測定することを促している。高
電力での測定は全体にバラつきが大きいように思えるので、この測定も繰り返す必要があ
る。前回のRUNにも全数波形データを記録したのでこれから解析する予定である。

5 結論

S3の 2空洞のQ値は予想以上にずれている可能性が出てきた。更に現在の共振点の決め方
（チューナーの合わせ方）では２～３ kHz位のずれが今回の測定結果との間に生じている
ため、仮に実際にずれて調整されていた場合はビームに対する影響は無視できない。

2



図 3: 全 SDTL03のQ値
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